
7

特集　財政公表　水道事業の決算状況特集　財政公表　水道事業の決算状況

水道事業の決算状況
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水道事業会計の概要
水道事業会計は、性質別に『収益的収支』と『資本的収

支』の２つに分類されています。
収益的収支はみなさんからいただく水道料金などで、施

設の維持管理や修繕、国から借りたお金の支払利息などの

費用を賄う収支をいい、資本的収支は国からの借入金など

で、配水池の建設や配水管の整備、国から借りたお金の元

金償還などの投資的費用を賄う収支をいいます。

一般的に１事業年度の営業成績を示す『損益（黒字また
は赤字）』は収益的収支で表します。

収入と支出の状況

収益的収支
収入合計は、予算の９億３，２９４万円に対し決算は９
億３，０５５万円で２３９万円の減となりました。この原因は、
水の使用量が減少した影響によるものです。
一方、支出合計は、予算の９億２，４３９万円に対し決

算は８億５，４９２万円で６，９４７万円の減となりました。こ
の原因は、受水費（室蘭市からの水の購入費）や人件
費などが減少した影響によるものです。
収支決算は、予算の８５５万円に対し７，５６３万円の黒字

となりました。
また、この黒字額については、国などからの借入金

の元金償還に充てるための減債積立金に１，５６３万円を
配水管の更新などの施設整備に充てるための建設改良
積立金に６，０００万円を積み立てる予定です。

資本的収支
収入合計は、予算の４億４，２００万円に対し決算は４
億４，４８３万円で２８３万円の増となりました。この原因は、
配水管移設に伴う補償額の増加によるものです。
一方、支出合計は、予算の７億８，５０５万円に対し決

算は７億４，９１３万円で３，５９２万円の減となりました。こ
の原因は、当初予定していた配水管更新などの工事量
が減少した影響によるものです。
収支決算は、予算の３億４，３０５万円に対し３億４３０万

円の財源不足となりました。
また、この不足額については、収益的支出のうち現

金の支出を必要としない費用の減価償却費など（損益
勘定留保資金）で補てんしました。

水道料金
８億５，５７４万円（９２％）

新たに水道を引くため
の負担金（新築時など）
　４，０５１万円（４％）

その他
３，４３０万円（４％）

収　入
９億３，０５５万円

支　出
８億５，４９２万円

収益的収支グラフ

水をきれいにする
ための費用
２，５３１万円（３％）

室蘭市からの水の
購入費用
１億６，８３７万円（２０％）

配水管などの維持管理費
　３，２４７万円（４％）

料金の収納に要する費用
　１，２８３万円（１％）

職員などの人件費
１億３，５３０万円（１６％）

固定資産（配水管や
水道メーターなど）
の減価償却費
２億５，８６２万円（３０％）

国などからの借入金の
支払利息
１億７，１３５万円（２０％）

純利益
　７，５６３万円

その他
　５，０６７万円（６％）

国などからの借入金
４億３，３００万円（９７％）

　収　入
４億４，４８３
　万円

支　出
７億４，９１３万円

資本的収支グラフ 配水管の移設に伴う補償費
１，１８３万円（３％）

収益的支出の減価償却費など
（財源不足の補てん額）
　３億４３０万円

配水池や配水管の整備費
５億２，５１９万円（７０％）

水道メーターの取替工事
などの費用
　８，９５７万円（１２％）

国などからの借入金
の元金返済額
１億３，４３７万円（１８％）


